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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・今週からカンファレンス記録の印刷はせず、回覧での確認となる。
・10/2（金）・10/16（金）作業療法士の学生実習あり、ＳＧＭ対応。

・10月に八戸学院短大看護学生実習あり、ＳＧＭ対応。日程は確認次第連絡。
＜利用者様情報＞
・植村　啓祐　様～体験利用2回目。パソコン教室に興味があるとの事で、水曜日の体験利用を希望している。来週は祝日であり、パソコン教室はない為、再来週水・木体験利用し正式に利用するか決める事としている。
・高橋　洋子　様～右手にサポーターを使用しており、状況確認。先日整形外科受診し、腱鞘炎の診断で湿布薬と消炎鎮痛剤の塗り薬が処方となったとのこと。「手を動かすと痛い。草刈をしすぎた」と話している。「娘に色々仕事を頼まれた頭にきた」との事だが、喧嘩はせず過せたと話している。プログラム中も落ち着いて参加し他利用者との交流も適度に見られている。腱鞘炎の状態確認を行い、無理のない活動を行うよう声掛けをしていき、本人の訴えがあった際には傾聴していく。
・淡路　智恵子様～9：00頃来所し、用事があるから欠席したいと希望があり、状況を確認。先日八戸赤十字病院を受診した際に、タッチパネルで診察の受け付けをしたが、診断書と書かれた紙が出てきて、よく分からなかったとのこと。実際に出てきた用紙はなくなってしまったが、診断書となぜ書かれていたのか確認しに行くため欠席したいと話している。その際、「生活保護の担当者から文句を言われるんじゃないか」「お金が8000円入ってたはずなのになくなったことがあった。誰かに盗られたかもしれない」「準備していた紙もなくなったから誰かが盗ったのかも」と表情硬く話している。スタッフから発言内容について状況を確認しながら話を傾聴していくと、次第に穏やかな表情になり、物を盗られたという発言はなくなっている。本人「今まで何も言わず自分の中で我慢していた」と話すため、何か不安な事やわからないことがあった際にはすぐに相談するよう促すと、了承している。本日は八戸赤十字病院に診断書について確認しに行く為、欠席となっている。
・小笠原　富治様～昨日の運動プログラム終了後、腰痛を訴える。朝から、両股関節痛、両膝痛があったが運動プログラム終了後に痛みが増したと話している。部位を確認するが、熱感、腫脹はみられない。本日来所後、午前の運動プログラムでは腰痛のため見学している。引き続き、身体状況を確認し、訴えがあった際には傾聴していく。
・千葉　輝夫　様～本日、8：15に来所されないため、青陽館の外に出ると青山荘となりの自販機の後に座っている。手を動かしてソワソワしている様子見られる。スタッフの顔を見ると、大きく手を振って「迷って場所がわからなかった。見つけてくれてありがとう」と話し､安堵の表情をしている。その後のプログラムには問題なく参加している。今後、交通手段の利用方法について息子様と話し合う予定としている。

＜うみねこ幸房利用者様情報＞

・中村　鶴子　様～胃の調子が悪いため、以前胃潰瘍を診てもらった病院を受診すると話し、仕事に影響のない日に受診するよう話すが聞き入れず、9/15（火）にうみねこ幸房を欠席し受診している。
・中居　美津子様～現在､『セルリアン』での仕事はしておらず、掃除やランチの片付けを行っている。他利用者に対し、命令口調で話しているとのこと。
・八木橋　牧雄様～飲酒は継続しており､手の振るえ、物忘れが見られている。

・村上　元道　様～疲れたと話し、作業の途中や作業終了していない場面でも休んでいる様子がみられる。ナイトケアでは畑仕事で疲れたと話しているが、実際には週1回しか行っておらず、最近は畑仕事には行っていないので、以前実家で弟さんの手伝いをした時の疲れがまだ残っているのではないかと思われる。また、近いうちに手伝いで呼ばれるかもしれないと心配している。弟さんとはまだ仲直りできていないとのこと。
＜外来情報＞

・土佐　将志　様～膝の手術の為、八戸赤十字病院入院中だが、入院が長引いており、本日の外来受診はキャンセルとなっている。

カンファレンスシート（鹿原　博夫　様）　

実施日：H27年9月17日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長･川井・馬場

参加者：慶長・戸賀沢・會津・工藤・川井・馬場・江刺家・藤田

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	鹿原　博夫
	性別
	男
	年齢
	53
	生年月日
	Ｓ34年7月25日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	入院歴
	計　2　回

①S60年頃 ～ 6ヶ月　埼玉県の精神科病院

②H11.6.3　～H16.7.24　青南病院

	通所歴
	　1回目

デイケア：H16.7.26～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	うみねこ幸房

	住居：自宅
	家族構成：兄

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	他、生活保護、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現状を維持した生活を送る
	①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる。
	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。
	①ナイトケアで休養しながら落ち着いて過ごす。強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実検討を促す。

	
	②困った事や不安な事があった場合には生活状況を確認しながら、その都度相談する。
	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。
	②不安や不満など、相談したい事をすぐに話す。自分から相談する事が無いため個別に声がけし様子観察をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。
	・ナイトケアでは、怒鳴るような大声での独語は聞かれていない。小声での独語や空笑はあるが頻度は少ない。
・薬剤調整にて独語の頻度は減少。

・他者やスタッフと交流していることもあり、表情良く穏やかに対応している。トラブルはない。

・うみねこ幸房より情報提供がある。現在入居しているアパートの大家さんが1ヶ月位前に急死した際、アパートを取り壊すかもしれないので出なければならないかもしれないとのこと。
	今後、アパートを引っ越した際に、大声で独語することにより近隣トラブルに発展する恐れがあるため、今後も目標計画を継続し、独語などの状況を観察したり、関係機関への情報提供を行っていく。

	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。
	・仕事で農作業が大変、疲れると話し、休養のため欠席することが増えている。平均週2、3回休んでいる。

・ナイトケアでの様子として、以前は横になったり、居眠りすることあったが、薬剤調整後からは見られていない。

・生活上に問題なく、体調不良については疲労感以外は特にないとのこと。
・調理教室の時にはイキイキしている言動や様子がみられる。
うみねこ幸房からの情報

・農作業は週1回（月曜日か水曜日）。

・仕事の取り組み状況としては、他者と会話することないが、仕事振りには問題ない。

・映画鑑賞では本人から希望を話す事はないが、アニメ系などは好きではないという。

・調理教室については楽しいと話している。
	今後は目標計画を継続し、スタッフと相談しながら不満、不安の早期解消を図っていく。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現状を維持した生活を送る
	①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる。
	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。
	①ナイトケアで休養しながら落ち着いて過ごす。強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実検討を促す。

	
	②困った事や不安な事が合った場合には生活状況を確認しながら、その都度相談する。
	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。
	②不安や不満など、相談したい事をすぐに話す。自分から相談する事が無いため個別に声がけし様子観察をする。


